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■
申
込
み
・
問
合
せ

　

独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構

　

 

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学

校　

教
務
課

　

〒
０
２
７
─
０
０
２
４

　

 

岩
手
県
宮
古
市
磯
鶏
２
丁
目
５

番
10
号

　

TEL
０
１
９
３
─
62
─
５
３
１
６

　

FAX

０
１
９
３
─
62
─
５
４
４
０

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

 k
y
o

u
m

u
-m

iy
a
k
o

@
jm

te
a
.

a
c
.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.jm
e

ts
.

a
c
.jp

/m
iy

a
k
o

/

第
13
回

根
釧
農
業
試
験
場
公
開
デ
ー

　
根
釧
農
業
試
験
場
の
仕
事
を
皆

さ
ん
に
紹
介
し
、
地
域
の
基
幹

産
業
で
あ
る
酪
農
へ
の
理
解
と
親

し
み
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

「
根
釧
農
業
試
験
場
公
開
デ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
２
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
１
時

■
場
所　

根
釧
農
業
試
験
場

　

中
標
津
町
旭
ヶ
丘
７
番
地

■ 

内
容　

場
内
施
設
や
搾
乳
の
見

学
、
搾
乳
体
験
、
子
牛
へ
の
哺

乳
体
験
、
羊
毛
を
使
っ
た
手
づ

く
り
体
験
、
乳
製
品
な
ど
の
展

示
販
売
、
魚
と
の
触
れ
あ
い
体

気
象
警
報
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

　
気
象
庁
で
は
、
気
象
警
報
に
つ

い
て
、
次
の
４
点
の
情
報
を
随
時

改
善
し
て
い
き
ま
す
。

① 

５
日
前
ま
で
の
大
雨
警
報
等
の

発
表
の
可
能
性
を
［
高
］［
中
］

の
２
段
階
で
提
供
し
ま
す
。

② 

警
報
お
よ
び
注
意
報
の
発
表
時
、

最
大
24
時
間
先
ま
で
の
危
険
度

の
予
想
を
色
分
け
表
示
し
て
提

供
し
ま
す
。

③ 

こ
れ
ま
で
大
雨
・
洪
水
警
報
等

の
発
表
基
準
に
用
い
て
き
た

「
雨
量
」
に
代
え
て
、
災
害
発

生
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
「
指

数
」（
土
壌
雨
量
指
数
、
表
面

雨
量
指
数
、
流
域
雨
量
指
数
）

を
用
い
る
よ
う
に
し
ま
す
。

④ 

大
雨
・
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ

た
と
き
に
、
実
際
に
ど
こ
で
危

険
度
が
高
ま
っ
て
い
る
の
か
を

地
図
上
に
色
分
け
表
示
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
改
善
し
た
情
報
は
、

①
と
②
は
５
月
17
日
か
ら
、
③
と

④
は
７
月
上
旬
か
ら
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
合
せ　

釧
路
地
方
気
象
台　

　

TEL
０
１
５
４
─
31
─
５
１
４
６

自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
次
の
と
お
り
、
自

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
。
平
成

30
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者 

等

■
申
込
方
法
・
試
験
内
容
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■
問
合
せ

　

根
室
海
上
保
安
管
理
課

　

TEL
０
１
５
３
─
24
─
４
１
８
３

宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

お
知
ら
せ

　
国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学

校
で
は
、
平
成
30
年
度
新
入
生

の
募
集
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
船
舶
運

航
技
術
者
を
目
指
し
て
い
る
方
や

興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

　

７
月
23
日
㈰
、
10
月
７
日
㈯

　

な
お
、
各
開
催
日
の
３
日
前
ま

で
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
程
内
容
例

　

練
習
船
体
験
航
海
、学
校
説
明
、

校
内
お
よ
び
学
生
寮
見
学
、
航
海

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
、機
関
運
転　

な
ど

す
。
詳
細
は
下
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
海
上
保
安
大
学
校

　（
広
島
県
呉
市
）

◦
申
込
用
紙
配
布
開
始

　

６
月
14
日
㈬

◦
受
付
期
間　

　

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

８
月
24
日
㈭
か
ら
９
月
４
日
㈪

　

（
郵
送
・
持
参
）

　

８
月
24
日
㈭
か
ら
８
月
28
日
㈪

◦
第
一
次
試
験

　

10
月
28
日
㈯
、
10
月
29
日
㈰

◦
受
験
資
格

　

平
成
29
年
４
月
１
日
で
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
。
平
成

30
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者 

等

■
海
上
保
安
学
校

　（
京
都
府
舞
鶴
市
）

◦
申
込
用
紙
配
布
開
始

　

６
月
14
日
㈬

◦
受
付
期
間　

　

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

７
月
18
日
㈫
か
ら
７
月
27
日
㈭

　

（
郵
送
・
持
参
）

　

７
月
18
日
㈫
か
ら
７
月
20
日
㈭

◦
第
一
次
試
験　

９
月
24
日
㈰

◦
受
験
資
格

　

平
成
29
年
４
月
１
日
で
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
募
集
種
目
に
よ
り
受
験

資
格
等
が
異
な
り
ま
す
。

■
試
験
日

◦
自
衛
官
候
補
生

　

（
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者
）

　

男
子
／
９
月
21
・
22
日（
於
：
釧
路
）

　

女
子
／
９
月
23
日
（
於
：
釧
路
）

◦
一
般
曹
候
補
生

　

（
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者
）

　

９
月
16
・
17
・
18
日（
於
：
中
標
津
）

◦
航
空
学
生

　

 （
高
校
等
卒
業
者
（
見
込
含
）

21
歳
の
者
）

　

９
月
18
日

※ 

年
齢
に
つ
い
て
は
平
成
29
年
４

月
１
日
の
も
の　

■
受
付
期
間

　

７
月
１
日
㈮
か
ら
９
月
８
日
㈮

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部　

　

中
標
津
地
域
事
務
所

　

（
TEL
０
１
５
３
─
72
─
０
１
２
０
）

　

ホ
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ペ
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海
上
保
安
学
校
・

海
上
保
安
大
学
校
学
生
募
集

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
次
の
と
お

り
平
成
30
年
度
学
生
を
募
集
し
ま

お
知
ら
せ
伝
言
板
　  
●
別
海
町
役
場
☎
75
─
２
１
１
１
●
西
春
別
支
所
☎
77
─
２
１
３
１
●
尾
岱
沼
支
所
☎
（
０
１
５
３
）
86
─
２
１
６
６
●
上
風
連
連
絡
事
務
所
☎
75
─
７
３
２
６
●
上
春
別
連
絡
事
務
所
☎
75
─
６
０
１
１
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TEL
０
８
０
─
４
０
４
７
─
５
６
６
２

ご
存
知
で
す
か
？

「
筆
界
特
定
制
度
」

　
「
筆
界
特
定
制
度
」
は
、
土
地

が
登
記
さ
れ
た
際
に
そ
の
土
地
の

範
囲
を
区
画
し
た
線
（
筆
界
）
に

つ
い
て
、
現
地
に
お
け
る
位
置
を

特
定
す
る
制
度
で
す
。「
筆
界
」

は
、
一
般
的
に
い
う
「
境
界
」
と

同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
所
有
権
の
範
囲
を
画
す
る
線
と

い
う
意
味
を
除
く
）

　

お
隣
の
土
地
と
の
境
界
に
つ
い

て
、
そ
の
位
置
の
認
識
が
互
い
に

違
い
困
っ
て
い
る
な
ど
、
事
案
に

よ
っ
て
は
「
筆
界
特
定
制
度
」
を

利
用
し
て
解
決
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
最
寄

り
の
法
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

 

釧
路
地
方
法
務
局
登
記
部
門
筆

界
特
定
室

　

 

TEL
０
１
５
４
─
31
─
５
０
２
７

　

釧
路
地
方
法
務
局
中
標
津
出
張
所

　

 

TEL
０
１
５
３
─
73
─
１
２
１
２

不
動
産
登
記
Ｑ
＆
Ａ

　
高
齢
化
や
過
疎
化
の
状
況
が
進

ん
で
い
る
中
、
土
地
の
所
有
者

に
相
続
が
発
生
し
た
と
き
な
ど
に
、

ど
う
い
っ
た
手
続
が
必
要
に
な
る

か
と
い
う
問
題
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
登
記
に
関
す
る
よ
く
あ

る
質
問
と
回
答
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
司
法
書
士
に
つ
い
て
で

す
。

験
な
ど

■
問
合
せ

　

根
釧
農
業
試
験
場
総
務
課

　

TEL
０
１
５
３
─
72
─
２
０
０
４

「
玉
井
裕
志
文
学
館
」
の

休
館
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　
玉
井
裕
志
文
学
館
の
休
館
日
が

月
・
火
曜
日
か
ら
木
・
金
曜
日
へ

と
変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ま
た
、
臨
時
休
館
日
も

あ
り
ま
す
の
で
、
来
館
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
休
館
日　

木
・
金
曜
日

■ 
開
館
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時
30
分
ま
で　

■
問
合
せ　

玉
井
裕
志
文
学
館

　

〒
０
８
６
─
０
６
５
７

　

別
海
町
豊
原
３
番
地
13

Q 
よ
く
耳
に
す
る
司
法
書
士
と
は
、

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
て
、

ど
の
よ
う
な
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A 
司
法
書
士
は
、
気
軽
に
ご
相
談

い
た
だ
け
る
皆
様
に
身
近
な
法

律
専
門
家
で
す
。
不
動
産
登
記
、

会
社
や
法
人
の
登
記
、
簡
易
裁

判
所
の
訴
訟
代
理
、
裁
判
所
へ

提
出
す
る
書
類
の
作
成
、
成
年

後
見
業
務
な
ど
が
仕
事
で
す
。

例
え
ば
、
こ
ん
な
と
き
に
司
法

書
士
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

◦ 

不
動
産
を
子
ど
も
の
名
義
に

変
え
た
い
。

　

◦ 

相
続
の
手
続
の
仕
方
が
分
か

ら
な
い
。

　

◦ 

遺
言
書
を
書
い
て
お
き
た
い
。

　

◦ 

認
知
症
に
な
っ
た
親
の
不
動

産
の
売
却
や
預
金
の
引
出
し

な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

手
続
を
行
う
に
は
後
見
人
が

必
要
と
言
わ
れ
た
け
ど
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な

い
。

　

◦ 

将
来
、
自
分
が
認
知
症
に

な
っ
た
時
の
財
産
管
理
が
心

配
。

　

身
近
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ

ブ
ル
、
心
配
事
、
気
に
な
る
こ
と

な
ど
、「
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ

ろ
う
、
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
み
た
い

ん
だ
け
ど
」
と
い
う
こ
と
が
あ
れ

ば
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

釧
路
司
法
書
士
会

　

 

TEL
０
１
５
４
─
41
─
８
３
３
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

k
u
siro

-s.jp
n
.o

rg

　工事期間中は、片側交互通行の交通規制を

行うため、自衛隊部隊が別経路で移動する場

合があります。工事実施時期に付近を通行の

際は、ご注意ください。

■工事期間

　４月から10月下旬まで

　（平成36年全線完了予定）

■問合せ

　別海町役場建設水道部事業課建設担当

　　TEL 75-2111（内線3211・3218）

　 別海町役場総務部総合政策課まちづくり推

進担当　TEL 75-2111（内線2211）

中西別
小学校

一
般
道
道
上
風
連
中
西
別
線

町
道
中
西
別
上
風
連
線

至 別海市街

→

ヤウシュベツ川
山下橋

←

釧路市

矢臼別演習場

中西別市街

矢臼別橋

中之川橋

国道243号

〶

至 西春別方面

本年度工事区間
次年度以降工事区間

迂回路区間（予定）

国道
一般道道

町道中西別上風連線
道路工事のお知らせ
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で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

北
海
道
労
働
局

　

雇
用
環
境
・
均
等
部
指
導
課

　

 

TEL  
０
１
１
─
７
０
９
─
２
７
１
５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 h
ttp

://h
o

k
k
a
id

o
-ro
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d

o
u
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中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
に
つ
い
て

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
退
職
金
の

こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

「
中
退
共
」
は
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
た
め
の
国
の
退
職
金

制
度
で
、
国
の
掛
金
助
成
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
掛
金
は
全
額

非
課
税
で
あ
り
、
社
外
積
立
と

な
っ
て
い
る
た
め
管
理
が
簡
単
で

す
。
パ
ー
ト
さ
ん
の
た
め
の
特
例

掛
金
月
額
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ

　

（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

 

TEL   

03
─
６
９
０
７
─
１
２
３
４

女
性
の
た
め
の
な
ん
で
も

相
談
所
を
開
催
し
ま
す

　

根
室
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
お

よ
び
釧
路
地
方
法
務
局
根
室
支
局

が
相
談
者
を
女
性
に
限
定
し
た

「
女
性
の
た
め
の
な
ん
で
も
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

験
準
備
講
習
︶

◦ 

日
時　

９
月
10
日
㈰
、
17
日
㈰
、

24
日
㈰

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時　

◦
定
員　

10
名

◦
受
講
料　

１
１
，５
０
０
円

　

（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

■
電
気
工
作
物
の
実
践
施
工
技
術

　 ︵
第
二
種
電
気
工
事
士
技
能
試

験
準
備
講
習
︶

◦ 

日
時　

11
月
12
日
㈰
、
19
日
㈰
、

26
日
㈰

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

◦
定
員　

10
名

◦
受
講
料　

１
３
，
０
０
０
円

　

（
テ
キ
ス
ト
代
、
材
料
費
込
）

■ 
申
込
期
限

　

各
開
講
日
の
14
日
前
ま
で

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

 

北
海
道
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー　

釧
路
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
釧
路
）

　

 

TEL  
０
１
５
４
─
₅7
─
５
９
３
８

「
働
き
方
改
革
推
進
」
に
向
け

て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

道
内
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

実
行
を
推
進
す
る
た
め
、
非
正
規

労
働
者
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
や
改

正
育
児
・
介
護
休
業
法
等
に
関
す

る
説
明
会
を
、
北
海
道
と
の
共
催

に
よ
り
道
内
７
カ
所
で
開
催
し
ま

す
。

　

説
明
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

粟野　創
そう

介
すけ

くん
（翔太）

高井　菜
な

緒
お

ちゃん
（圭輔）

ちびっこ

（　）内は保護者名
※ 希望された方を掲載

しています。
1歳6か月児

佐々木栞
かん

那
な

ちゃん
（正博）

沼倉　壮
そう

史
し

くん
（正広）

　

相
談
を
お
受
け
す
る
の
は
、
女

性
の
人
権
擁
護
委
員
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
難
し
い
手
続
き

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
日
頃
の
悩

み
事
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

７
月
23
日
㈰

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■ 

場
所　

別
海
町
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
館　

会
議
室

■ 

問
合
せ　

根
室
市
弥
栄
町
１
丁

目
18
番
地

　

釧
路
地
方
法
務
局
根
室
支
局

　

 

TEL  
０
１
５
３
─
23
─
４
８
７
４

７
月
１
日
か
ら
７
月
７
日

は
全
国
安
全
週
間
で
す

　
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

｢

組

織
で
進
め
る
安
全
管
理　

み
ん
な

で
取
り
組
む
安
全
活
動　

未
来
へ

つ
な
げ
よ
う
安
全
文
化｣

で
す
。

　

全
国
安
全
週
間
を
契
機
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
、
労
働
災
害

防
止
の
重
要
性
を
認
識
し
、
安
全

活
動
の
着
実
な
実
行
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
釧
路
労
働
基
準
協
会

及
び
関
係
団
体
の
主
催
に
よ
り
、

「
釧
根
地
区
産
業
安
全
衛
生
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

７
月
７
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分

■
場
所　

釧
路
市
民
文
化
会
館

■
問
合
せ

　

釧
路
労
働
基
準
監
督
署

　

 

TEL  
０
１
５
４
─
42
─
９
７
１
１

平
成
₂₉
年
度

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

　
北
海
道
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
釧
路
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、

在
職
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、
職

業
能
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
は
下
記
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
電
気
工
作
物
設
計
の
実
務

　 ︵
第
二
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
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